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研究成果の概要（和文）：アワビ漁を事例対象として、これまで伝統的に行われてきた漁獲に対し，効率的な採
捕方法の導入による労働負荷を軽減することができ、且つ、持続的な資源管理・評価のためのデータ収集も兼ね
た新たな漁獲方法を提案した。アワビ漁を対象にしているがほかの磯根漁への応用展開が可能である。さらに、
海中カメラで撮影した画像からのアワビ認識は資源評価のため海底調査にも有効であることが明になり、ほかの
磯根資源を認識する手法を加えると、潜水調査による資源評価にも活用できることが確認できた。

研究成果の概要（英文）：With abalone fishing as a case study, we proposed an efficient fishing 
method which can be used as an alternative to the traditional fishing for reducing the labor load . 
In this method the data collection can also be done for sustainable resource management and 
evaluation. Although it is a case study of abalone fishing, it can be applied to other rocky shore 
fishing. Furthermore, it became clear that abalone recognition from images taken with an underwater 
camera is also effective for undersea surveys for resource evaluation. In addition, it is also 
confirmed that providing a method which can recognize other rocky shore resources will be useful for
 resource evaluation carried out in diving surveys. 

研究分野：知覚情報処理
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年，漁業の特殊性を考慮したICTやAIなどの活用によるスマート水産業の実現が強く求められている．水産分
野では，生産効率向上に関する研究開発への取り組みが多く報告されているが，アワビ漁のような伝統的な磯根
漁業における漁法を対象とした研究が少ないのが現状である．本研究の取り組みはアワビ漁を事例対象にしてい
るが、ほかの磯根漁に転用可能であり、研究で確立した方法は持続的な資源管理・評価のために実施される海底
調査に活用可能であることできる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
磯根漁業は我が国の水産業において大きなウェイトを占めており、これまで多くの漁業者が
従事していたが、労働負荷が高い磯根漁では漁業者の高齢化の進行と後継者不足などの深刻な
問により従業者数が著しく減少傾向にある。漁獲量に関しては、ここ数年減少傾向である一方で、
輸入量が急増しているのが現状である。そのため、磯根漁業の振興と資源管理・評価が大きな課
題になっている。これまで伝統的に行われてきた磯根資源の漁法には、箱メガネと呼ばれる道具
を用いて海底を覗き、カギやタモなどを付けた竿を使って漁獲を行う磯見漁法がある。磯見漁法
は一見単純であるが、背をかがめて質量のある箱メガネを咥え、竿を操る作業の労働負荷は大き
く、操船や漁獲物の発見・漁獲などの高度な技術が必要のため、習熟するのに相当年数がかかる
と言われている。 そこで、労働負荷の軽減と資源管理の二つの視点の取り組みを両立させた新
たな漁獲方法を提案するために本研究を計画した。 
 
２．研究の目的 
 
近年、漁業の特殊性を考慮した ICT や AI などの活用により、生産性の向上につながる効率
的・先進的な取り組みによるスマート水産業の実現が強く求められている。磯根漁業においては、
これまで伝統的に行われてきた漁法に対し、最新の技術を活用することで、労働負荷の軽減と資
源保護管理を取り入れた新たな仕組みの構築が必要であり、本研究は、ウニやサザエなどと比較
して発見されにくい生態を持ち、しかも出荷価値が高いアワビ漁を事例対象として、磯根資源の
効率的な漁獲支援・管理システムを開発することで、伝統的な漁法に対して新たな漁獲方法の提
案を研究目的とする。その成果はアワビより採捕が簡単にできるほかの磯根漁への応用展開が
可能となる。漁獲業における、漁獲と管理・評価に不可欠なデータ収集を両立にしたこの試みは、
農林水産省が推進しているスマート水産業の実現のための最初の取り込みであると言える。 
 
３．研究の方法 
 
本研究で提案するシステムの構成図を図1に示す。

長時間中腰姿勢による労働負荷を軽減するため、重
い箱メガネの代わりにヘッドマウントディスプレイ
（HMD）やタブレットを利用する。船に取り付けた
広角カメラ（船上カメラとする）から海底を撮影し、
その映像をHMDで確認しながら漁獲を行う。また、
撮影画像からアワビを認識し、その結果を枠で囲ん
で出力すると漁師は HMD の画面でそれを確認しな
がらアワビを探し出すことができる。見つけたアワ
ビを採る時は、スイッチで切り替えて竿先に取り付
けたカメラ（海中カメラとする）の映像を HMD の
画面で確認しながら漁獲することができる。この場
合も同じくカメラ２からの画像に対してアワビ認識
を実施し、その結果をHMD画面に出力し、漁獲作業を補助する。ここで、「記録」というボタ
ンを用意し、そのボタンを押すと、漁獲の際の海底の様子を船上カメラと海中カメラで撮影した
画像と、その採捕位置（GPS 情報）と海水温度と一緒に記録する。この記録データは、アワビ
稚貝の放流と漁獲の有効な管理に結び付けことができるため、アワビ資源の評価と効率的な漁
獲に関する重要な参考データとしての利用可能である。 
上記の漁獲と管理・評価に不可欠なデータ収集を両立にした提案漁法に適した下記の機能を
持つシステムを開発する。  
１）提案システムでは船上カメラから広範囲でアワビを探し出し、海中カメラで漁獲作業を行
う。そのため、両方のカメラに映ったアワビを認識する手法を開発する。 
２）漁獲時の携帯性を考慮し、コンパクトで持ち運びが便利なシステムを開発する。また、電

子機器の接続部分からの浸水を防ぐため、確実な防水対策を施す。 
３）近年、安価な GPS ユニットや温度センサーが発売されており、精度も高くなっている。
そこで、本研究では、市販の入手容易なセンサーを利用し、採捕位置と海水温度のデータを取得
できるようにする。 
４）簡単に操作でき、下記の主な機能を持つ漁獲・データ収集アプリケーションを開発する。

①各カメラからの映像を簡易に切り替えて表示し、認識したアワビを囲んで表示する。②ワンク
リックで漁獲したアワビを漁獲場ごとに、採捕位置、海水温度、磯環境の写真などの情報を記録
する。③記録した情報をまとめて漁協の資源管理用メールアドレスにまとめて送信する。 

 
図 1. 提案システムの構成図 



 

 

４．研究成果 
 
 本研究を遂行させるため、研究方法に従って、上記
の各機能を備えた漁獲・資源評価データ収集システム
として完成させた。また、主な研究成果として、研究
期間中に提案したアルゴリズムや認識手法をとりま
とめて学術論文誌と講演会で発表した。 
図2に開発したシステムを用いて実施した実験の１
例を示す。提案システムでは、船上カメラの装着にク
ランプ機構を採用し、船への取り付けと取り外しを高
齢の方で簡単にできるようにした。防水対策に関して
は、作業中、または、作業後に海水の塩分によるサビ
を予防するため水洗いしても電子機器への浸水しな
いように工夫し、その対策が有効であることを確認し
た。また、提案する漁獲方法では、HMDの画面から海
底様子を確認し、気軽な姿勢でアワビを探し出すの
で、箱メガネを咥えながらの長時間中腰姿勢から解放
されることは明らかである。 
アワビ認識に関しては、船上カメラで撮影した画像と海底で撮影した画像から構成されるデ
ータセットを作り、各画像に対して目視によるアノテーションを行って作成した学習用データ
セットを用いて、畳み込みニューラルネットワークベースの物体検出アルゴリズムによる海底
画像からの検出手法を提案した。図 3 に提案した手法を用いてテスト用画像に対してアワビの
検出を行なった結果の例を示す。左は海底で撮影された画像からの検出の例であり、右は船上カ
メラの画像から検出した例である。海底で撮影した画像と船上カメラで撮影した画像の両方か
ら形状がアワビに似ている石やウニなども検出されたケースがあったが、漁獲補助という点で
考えると有効であったと言える。一方、海底で撮影された画像からアワビを検出する精度が高い
ことが確認できた。このことから、本研究で作成したアワビのデータセットに、比較的に発見し
やすいウニやサザエなどの磯根資源の学習データを補填し、深層学習による磯根資源の認識手
法を提案すれば、磯根資源の海底調査において、市販の水中ドローンを活用した潜水調査の実施
が可能であることを期待できた。 

 研究方法で述べた漁獲支援・データ収集を両立したアプリケーションに関しては、各機能を統

合して、クロスプラットフォームで実行可な図４のような専用のアプリケーションを開発した。

コンピュータに接続中のカメラ、GPS デバイスと温度センサーの制御を可能にし、漁獲の際に、

ワンクリックで採捕位置、海水温度と磯環境の画像などを一括に保存、記録中のデータを編集、

記録データをまとめて資源管理担当部門

のメールアドレスに送信できるようにし

た。開発したアプリケーションは他の機

能も簡単に追加できるように設計されて

おり、塩分濃度センサーといった他の環

境センサーの追加、も容易である。船上に

常時通信可能な環境がある場合は記録デ

ータをサーバーに送信し、重い処理など

をサーバーで実行することも可能であ

り、海底調査へも転用と IoT 化に使用で

きることを確認できた。今後このことを

視野に入れてシステム全体の改良を実施

する。 

 

図 2. 開発したシステムによる実験の例 
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図 3. アワビ検出の例 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4. 開発したアプリケーション 
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